
平成 21　　年 2　月 25　日

平成 20　　年度 ～ 平成 23　　年度

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

経常収支比率 89.9 92.7 97.4 100.7 101.7

職員給与費比率 48.2 51.5 49.2 47.0 46.8

病床利用率 86.6 86.2 86.6 87.5 88.0

材料費比率 29.1 28.2 26.2 25.8 25.8

患者１人１日当たり収入額（入院） 42,287 44,122 46,834 47,074 47,074

患者１人１日当たり収入額（外来） 7,885 8,571 8,679 8,679 8,679

上記目標数値設定の考え方 任意項目は、医療提供の内容を反映し患者単位に直接結びつく指標を選択した。

（経常黒字化の目標年度：22年度）

市立病院は、次の５つの役割と使命を踏まえ、これを基本に病院経営に取り組むものとし
ます。

１　急性期医療を担う胆振・日高西部の中核病院
２　医師の確保による良質な医療の安定提供
３　地域医療連携体制の構築
４　地域医療を担う人材育成への貢献
５　健全な病院経営の実現、適正で効率的な病院経営の推進

○病院の建設改良に要する経費の１／２（起債分を除く）
○病院事業債元利償還金の２／３（14年度以前分）ないし１／２（15年度以降分）相当額
○高度医療の経費（企業債元利償還金の全額、高額医療機器保守点検委託料の１／２）
○救急に要する経費（救急受入れ態勢（医師・看護師手当等）整備に伴う増加経費）
○リハビリに要する経費（収支不足額の全額）
○研究研修に要する経費（（関係費用-（治験薬症例研究費+道補助金））÷2）
○旧病院に係る起債繰上償還費及び解体撤去費
○院内保育所運営に要する経費（事業費用-事業収入)
○共済追加費用及び基礎年金拠出負担金

苫小牧市

苫小牧市立病院経営改革プラン

苫小牧市立病院

苫小牧市清水町1丁目5番20号

382床（うち一般病床378床、感染病床4床））

内科・消化器科・呼吸器科・循環器科・神経内科・外科・脳神経外科・整形外科・産婦人科・
小児科・眼科・耳鼻咽喉科・泌尿器科・皮膚科・麻酔科・放射線科・リハビリテーション科・歯
科・歯科口腔外科

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

財務に係る数値目標（主なも
の）

公立病院改革プランの概要

団　　　　体　　　　名

プ　ラ　ン　の　名　称

策　　　　定　　　　日

(別紙４）

対　　象　　期　　間

病
院
の
現
状

公立病院として今後果たすべき役
割(概要)
（注）詳細は別紙添付

一般会計における経費負担の考
え方(繰出基準の概要）
（注）詳細は別紙添付

病 院 名

所 在 地

病 床 数

診療科目
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団体名
（病院名）

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

紹介患者数 7,023 7,670 7,900 8,140 8,380

救急患者数 14,550 10,620 10,410 10,200 10,000

手術件数 2,121 2,230 2,300 2,370 2,440

民間的経営手法の導入

事業規模・形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

別紙のとおり

病床利用率の状況 １７年度 76.7％ 1８年度 83.0％ １９年度 86.6％

病床利用率の状況を踏
まえた病床数等の抜本
見直し、施設の増改築計
画の状況等

苫小牧市
（苫小牧市立病院）

平成18年10月の新病院移転に合わせ以下の業務を外部委託した。
・中材滅菌業務・・・看護師業務の軽減、従事嘱託職員を他部門強化のために移行
・臨床検査業務・・・24時間検査体制の確立、検査部門の強化
・医事業務・・・受付業務を直営から移行

21年度に公営企業法全部適用に向けた検討をし、21年度中に結論を得る。

○DPC対象病院の適用後、ジェネリック薬品の利用拡大により購入額の削減を図る。
　(21年4月開始、薬品費の5％削減、21年度以降：44百万円）
○医療材料費削減交渉業務委託の活用により、削減を図る。
　（20年10月開始、20年度：40百万円、21年以降：1億円削減)
○材料の在庫管理を徹底し、不良在庫の発生を縮減する。
　（21年4月～、削減額は収支計画に計上しない)
○職員全体のコスト意識を高め消耗品・印刷材料費等の削減を図る。
　（20年4月～、各年度：4百万円削減)
○コージェネ発電と購入電気の運転調整を図り、光熱水費の削減を図る。
　（21年4月～、削減額は収支計画に計上しない、以下同じ)
○医療機器保守管理の契約方法の見直しにより削減に努める。
○感染性廃棄物の分別化を図り処分料の削減を図る。

○看護師の増員により７：１看護体制に移行し、入院基本料の増収を図る。
　（20年9月開始、20年度：138百万円、21年度以降：236百万円、人件費を除く）
○小児病棟看護師の増員により小児入院管理料２の適用を受け増収を図る。
　（20年10月開始、20年度：19百万円、21年度以降：46百万円、人件費を除く)
○特定集中治療室管理料算定の施設基準を満たし、増収を図る。
　（21年6月開始、各年度：79百万円の増)
○入院時医学管理加算算定できる体制を整備し、増収を図る。
　（21年6月開始、各年度：115百万円の増)
○リハビリテーション職員の増員により増収を図る。
　（20年10月開始、20年度：3百万円、21年度以降：5百万円の増)
○人工透析患者受入れを増やし、増収を図る。
　（20年10月開始、20年度：9百万円、21年度：18百万円、22年度以降：36百万円）

○医師、看護師等の専門性や知識の向上を図るため、院内研修の実施や外部研修・学会
への参加の促進。

数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
及
び
実
施
時
期

そ
の
他
の
特
記
事
項

各年度の収支計画

公立病院としての医療機能に係る
数値目標（主なもの）

経
営
効
率
化
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係
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計
画
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団体名
（病院名）

（注）
１
２

詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と。

経営形態の現況

（注）
１
２

詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と。

苫小牧市
（苫小牧市立病院）

今後の収益の確保又は費用の削減について、計画を達成できない場合は、計画の見直し
による更なる費用の削減、繰入金の増額等により、計画に掲げた各年度の「単年度資金不
足」の水準（累積ベースの資金不足解消後（２４年度以降）は、新たな単年度資金不足を発
生させないこと）の達成を図る。

「苫小牧市立病院経営評価委員会｣を設立し、毎年度の決算と併せて改革プランの取組状
況の点検・評価・公表を行う。
また、改革プランの内容の変更等に際しても等委員会において審議し、意見等を反映させ
る仕組みとする。
＜構成メンバー＞
病院長、病院事務局長、市企画調整部長、市総務部長、市財政部長、市医師会代表、外
部有識者

苫小牧市立病院経営評価委員会での審議を経て、毎年度9月末までに公表する。

＜時　期＞
　平成２１年３月

＜内　容＞
　北海道東胆振・日高自治体病院等広域化・連携検討会議
を踏まえ２０年度中に結論を得る。

　北海道が策定した「自治体病院等広域化・連携構想」における連携区域は、苫小牧市、
白老町、安平町、厚真町、むかわ町、日高町、平取町とされている。
　その中で、苫小牧市立病院は、地域センター病院であり、区域内の中核的医療機関とし
ての役割を果たしていることから、一定の機能の維持が必要であるとされている。

経
営
形
態
見
直
し
に
係
る
計
画

＜時　期＞
　平成２２年３月

＜内　容＞
　平成２１年度に現状の経営形態を検証し、２１年度中に結
論を得る。

・北海道立苫小牧病院　（１２０床）
・苫小牧市立病院　（３８２床）
・白老町立国民健康保険病院　（９２床）

その他特記事項

二次医療圏内の公立病院等
配置の現況

都道府県医療計画等における
今後の方向性

（該当箇所に

（該当箇所に

再編・ネットワーク化計画の概
要及び当該病院における対応
計画の概要

経営形態の見直し（検討）の方向
性

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
係
る
計
画

討中の場合は複数可）

点
検
・
評
価
・
公
表
等

点検・評価・公表等の体制
(委員会等を設置する場合その
概要）

点検・評価の時期(毎年○月頃
等）

経営形態見直し計画の概要

指定管理者制度

民間譲渡

診療所化

公営企業法全部適用 地方独立行政法人

一部事務組合・広域連合

地方独立行政法人 指定管理者制度

老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

を記入、検

を記入）

公営企業法財務適用

公営企業法全部適用
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(別紙） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 6,505 7,295 7,605 8,031 8,195 8,227 8,227 8,227 8,227 8,227

(1) 6,277 6,933 7,172 7,572 7,736 7,768 7,768 7,768 7,768 7,768

(2) 228 362 433 459 459 459 459 459 459 459

49 97 96 100 100 100 100 100 100 100

２. 520 513 592 583 576 556 629 497 484 525

(1) 411 357 454 454 447 427 413 408 401 396

(2) 49 58 61 62 62 62 62 62 62 62

(3) 60 98 77 67 67 67 67 67 67 67

(A) 7,025 7,808 8,197 8,614 8,771 8,783 8,856 8,724 8,711 8,752

１. ｂ 7,476 8,208 8,521 8,517 8,399 8,337 8,284 8,241 8,223 8,238

(1) ｃ 3,362 3,517 3,914 3,953 3,853 3,853 3,853 3,853 3,853 3,853

(2) 2,042 2,123 2,144 2,104 2,115 2,123 2,123 2,123 2,123 2,123

(3) 1,732 2,035 1,944 1,953 1,937 1,937 1,937 1,937 1,937 1,937

(4) 213 508 484 462 446 376 313 270 237 252

(5) 127 25 35 45 48 48 58 58 73 73

２. 429 481 324 326 317 304 289 279 271 262

(1) 269 301 310 311 302 289 274 264 256 247

(2) 160 180 14 15 15 15 15 15 15 15

(B) 7,905 8,689 8,845 8,843 8,716 8,641 8,573 8,520 8,494 8,500

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) -880 -881 -648 -229 55 142 283 204 217 252

１. (D) 35 173 173 173 240

２. (E) 36 431 1,011 20 20 20 20 20 20 20

特　別　損　益　(D)－(E) (F) -36 -396 -838 153 153 220 -20 -20 -20 -20

-916 -1,277 -1,486 -76 208 362 263 184 197 232

(G) 3,292 4,571 6,057 6,133 5,925 5,563 5,300 5,116 4,919 4,687

(ｱ) 1,197 1,335 1,266 1,257 1,294 1,497 1,501 1,494 1,480 1,589

(ｲ) 1,630 2,892 2,400 2,362 2,103 2,056 936 976 1,026 1,116

　 1,117 2,476 1,981 1,944 1,720 1,672 552 592 642 732

(ｳ) 565 518 454 473

（※） 976 1,124 -423 -29 -296 -250 -559
(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

（※）N年度における単年度資金不足額については、次の算式により算出すること。
　　○「N年度　単年度資金不足額」＝（「N年度の不良債務額」－「N－１年度の不良債務額」）
　　・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出すること

苫小牧市
(苫小牧市立病院)

22年度 23年度 24年度 25年度 27年度

103.0

88.082.1

経 常 収 支 比 率 ×100

不 良 債 務 比 率 ×100

医 業 収 支 比 率

職員給与費対医業収益比率 ×100

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

×100

地方財政法上の資金不足の割合 ×100

差引
不 良 債 務

(ｵ)
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

単 年 度 資 金 不 足 額

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

又 は 未 発 行 の 額

純 損 益 (C)＋(F)

累 積 欠 損 金

不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(ｴ)

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

そ の 他

経 常 収 益

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

26年度21年度

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

18年度
(実績)

19年度
（実績）

20年度
（見込）

51.7

87.0 99.9

46.8

433

88.9

6.7

1,557 1,134 1,105

21.3 13.8 12.8 9.2 6.4

89.9 92.7 97.4 102.6100.6 101.6 103.3 102.4

48.2 51.5 49.2 46.847.0 46.8 46.8 46.8

88.9 89.3 94.3 100.097.6 98.7 99.3 99.8

21.3 27.5 25.7

433

6.7

11.9

　　例）「22年度単年度資金不足額▲30百万円」＝（「22年度不良債務額▲20百万円」－「21年度不良債務額10百万円」）

病 床 利 用 率

1,557 2,092 2,063

86.6 86.2 86.6

地方公共団体の財政の健全化に関する法律上の
資金不足比率

14.6

88.0

809 559

19.2 13.8

6.6 3.4

87.5 88.0 88.0 88.0

1,575 1,133



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 4,137 425 998 29 100 100 200 200 300 350

２. 155 137 48 37 17

３. 108 290 562 639 679 577 752 128 160 240

４. 500

５.

６. 23

７. 64

(a) 4,464 852 1,631 705 796 677 1,452 328 460 590

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 4,464 852 1,631 705 796 677 1,452 328 460 590

１. 4,609 436 70 35 103 103 203 203 303 353

２. 240 893 940 1,035 1,063 1,073 722 647 692 738

３. 150 150 200

４. 2

(B) 4,851 1,329 1,010 1,070 1,166 1,176 925 1,000 1,145 1,291

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 387 477 -621 365 370 499 -527 672 685 701

１. 38 1,039 988 973

２.

３.

４.

(D) 38 1,039 988 973

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 387 477 365 370 499

(E)－(F) 387 477 365 370 499

３．一般会計等からの繰入金の見通し

21,465 34,733 172,692 172,692 172,691 239,756 （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　）

461,164 487,703 722,909 726,114 719,222 766,772 599,374 466,955 454,640 495,575

（　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　）

263,485 427,090 610,394 676,247 696,917 576,909 751,602 128,386 160,216 239,794

21,465 34,733 172,692 172,692 172,691 239,756 （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　）

724,649 914,793 1,333,303 1,402,361 1,416,139 1,343,681 1,350,976 595,341 614,856 735,369

（注）
1
2

23年度 24年度 25年度

苫小牧市
(苫小牧市立病院)

2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

26年度
18年度
(実績)

19年度
（実績）

合　　　計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。
　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入れられる繰
入金以外の繰入金をいうものであること。

22年度

27年度

(単位：千円）

そ の 他

計

20年度
（見込）

21年度

又 は 未 発 行 の 額
実 質 財 源 不 足 額

補
て
ん
財
源

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。

27年度

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

(F)

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

そ の 他

支 出 計

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

企 業 債

他 会 計 出 資 金

支 出 の 財 源 充 当 額
う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

そ の 他

収 入 計

(b)

18年度
(実績)

19年度
（実績）

21年度 26年度
20年度
（見込）

22年度 23年度 24年度 25年度
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